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節の融合の形式と特徴について

-That'sXisY形の談話上の働き－

澤田茂保

0はじめに

日本人英語学習者が学校で学ぶ文法はちやんと書かれた英語を読んで理解す

るための文法でwrittenlanguageの文法である。このような文法が正統であった

理由は、学習目標がちやんと書かれたものを読む力の養成にあったことと、も

う一つは、「書かれた言葉はしっかりと残って」おり、客観的な分析対象にしや

すいという方法論上の理由もあっただろう。話される言葉(spokenlanguage/SL)

は流れる水の如くで後に残らず、また、何らかの方法で視覚情報に転写して記

録に残しても、構造は捉えがたく、無秩序な印象があり、「文法｣といったよう

な有意義な法則性などない、と思われたからである。しかし、録音の技術やコ

ンピュータによるコーパス分析が日々進化しているので､以前とは異なってSL

を客観的に観察することが比較的容易になっている。今後はSLを分析の対象

とすることで、Ⅷ杖enlanguageの文法がとらえていなかった現象の存在が明ら

かになっていき、また、それがSLの文法の構築につながるものと思う。

本稿では、writtenlanguageに基づいた文法論では許されざる形式がspoken

languageでは繰り返し出現していることをみて、とくに「節の融合」と呼ばれ

る現象について焦点を絞って考察したい。第1節では、節の融合について先行

文献の取り扱いを概観し、その中でThat'sXisYと模式的に表示できる形式が

あることを見る。第2節では、インタビュー・データにおける実例で、この形

式の統語上の特徴と分布を見る。第3節では、この節の融合形式がどのような

理由・条件で出現するのかについて考察する。
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1「節の融合」について

本稿のタイトルに「融合」という語を使った。言語学にはblend/blendmgと

いう現象があり、それには従来「混交」や「混成」という訳語を当てていた。

本節では､blend/blendmgについて､伝統的な文法論での取り扱いと使用モード

の違いを念頭においた今世紀の文法論での議論を概観する。

1.1これまでのblendingについて

混交(blendmg)と言えば、まずは語彙の分野で、bnmchやsmogのように二つ

の語を合わせる新造語形成のプロセスを指す｡blendという語は二つの異なった

ものが単純に混ざるというより、混ざることで「よいものができる」といった

含意がある。既存の語彙を利用して今までにない新しい概念を作る創造的な現

象なのでこの名称が与えられた。現代社会は新概念の創出にあふれており、既

存語彙を統語的に並べても言い表されない語感というものがある。そういった

気持ちを契機に､語彙面のblendingはあらゆる使用域･使用分野で観察される。

例えば､地理学のEuraSiaがblaldingによる語形成であることを意識することは

ほとんどないであろう。この意味で、blendingを｢混交｣と訳すのは不適切では

ないかと思う。

他方で、語彙面ばかりではなく統語面でもblendingの現象があると指摘され

てきた。例えば、AmG(VIIp386)には、thanをdiHeremやotherと一緒に使う

例や、Haldly…whenとNosooner…thanを混用して、Hardly…thanとしてしま

う例などが記述されている'。また、高校では、ほぼ同じ意味である"can'thelp

domg…”と{ccannotbutdo..."を別に教えるが、この二つが<Gcannothelpdo…”

のような形で使われることがある。これは統語面のblendmgとしてよく指摘さ

れる事例である。統語面でのblendmgは、いまでは間違いとは言えない段階に

あるものがあるが、やはり一時的な事象と理解されており、明らかに｢混交｣と

名付けてもよいものがある。これらは、語彙面のような創造的なプロセスでは

なく、誤解や誤用に基因しているので、blendmgとはいえず、単なるconfilsion

とでも名付けるべき現象であろう。
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他方で､統語論では､blendingとは別に@6anacolutha"と呼ばれる現象があり、

これには｢破格構文」という訳語を当ててきた｡事典を調べて見ると、anacolutha

を否定的にとらえる傾向があるようだ｡例えば、「言語運用上の現象で､文構造

が錯綜し、文の整合性が失われる現象」（「現代英文法辞典(1992年版)」）とか

「ある文の文法的な構成が、中途で言い直したり、冒頭部を忘れたために混乱

し、その呼応関係が破れる現象」（『新英語学事典(1982年版)』）といった解説

がある。前者では、Quilk(1955)からの事例引用でリアルタイムでの発話例、

hmGが"eXhaustedrelativeclause"と称している例及び上に述べたblendingの事

例をあげているが、きわめて否定的な扱いをしている。また、言語運用上の現

象と指摘しているものの、spokenlanguageの特徴であるというとらえ方をして

いない｡一方､後者の事典では、「十分に推敲をする余裕がある場合は破格構文

はほとんど起こらないが、自然談話の中では、文の途中で考えが変わったり、

思考の流れが途切れたり、注意がそらされたりするために、破格構文は避ける

ことができないものである」という記述がある｡そして､再述的なもの､enlausted

relativeclause及び途中の言い換えの事例を挙げている｡anacoluthaを単なる誤用

と切り捨ててはいないが、こういう混交が起こる原因を言語処理上の問題とし

て考察する方向性はなく、まして､よいものが生まれているという認識はない。

伝統文法を離れて､生成文法的な立場で､統語面でblendという用語を最初に

使ったのはBolmger(1961)であると思う。当時は二つの節を｢変形規則｣によっ

て結びつける生成過程が理論として許容されており、生成文法をその後の理論

発展の段階から学んだ人には、当時のBolmgerの論考の意図が那辺にあるのか

といぶかられるであろう。Bolingerは二つの節構造を含んだ文法的に確立して

いる構造は、基底で独立した節がくっついたものであるとし、syntacticblends

と称している。現在の生成文法では意味が失われた立場である。

以上は、語彙面であろうと統語面であろうと、書かれたことばについて観察

されたことが主である｡その議論には湘仗en/spokenといった使用モードへの気

づきは希薄である。本稿でblalding/blendと呼びたいのは、リアルタイムの発話

である種の語用論的な機能を担っていたり、あるいは情報処理上の必然による

統語的変容とも言うべき言語現象である。次節ではそのような観点でのblend
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について述べる2．

1.2統語面のblendingについて

本節では、統語面のblend/blendmgをSLの特徴として認識している今世紀に

なっての研究であるBibereta1.2000(以下B&A)とCalterandMcCallhy2006(以

下C&M)を取り上げる。

B&Aは約4千万語のコーパスを分析対象として､書かれた英語と話された英

語についてその相違と類似を定量的に分析したもので、コーパスによる初めて

の包括的な研究と言える｡英語について四つの使用域(会話､ジャーナリズム、

小説及び学術文）を設定して、それぞれの使用域の英語について従来の文法的

な項目に応じて調査している。新しい試みとして会話を使用域の一つとしてあ

げているためか､thegammarofconversationという特別の章を設けてSLの構造

的な特徴について記述している。その章の中で、syntacticblendsを「運用上の

現象」として扱って､それにdysHuencyandelTorのサブタイトルがつけてある。

B&Aのsyntacticblendsの位置づけを知るために表にしてみる。いいよどみ．

ポーズ、繰り返し、言い直し、不完全発話はいずれも発話の構造性を不透明に

し、無秩序性を高めてしまう言語現象である。B&Aが節の融合をこのような言

語現象と同列に位置付けていることは､B&Aでは節の融合が好ましいものと認

識されていないことを示している。B&Aは節の融合を起こしている構造をGCA

saltenceorclausewhich

finishesupmawaythat

issyntacticallymcon-

sistentwiththewayit

began. n'eSpeaker

cswitcheshorsesm

mid-stream,'so
フ

tO

speak."(B&A:p.1064)

と述べているが、始ま

りと統語的に一致しな

運用上の現象(performancephenomena)

F志E亦示二祁雷圃壺乖面=I~P""JJ一可
繰り返し(EpeaE)

言い直し(『e施nnuIa廿ons)

不完全発鱈(incomple"u仕erances) Selfrepair

Interruptions

Repairbyanotherinterlocutor

AbandOnment

節の融合(synmcUcblends)
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い形で終了している文や節はたくさんあるし、また理論的にはそのパターンは

無限である。この記述では、ある意味で、言い直しもその中に入るであろう。

B&Aの節の融合の事例を見てみよう。B&A(pp.1064)で、節の融合は完全に

運用上の誤りと見なせる例と完全には運用上の誤りとは見なせない例とに分け

て記述している。(1)は前者であり、(2)は後者である。
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(1)では、二つの本動詞が含まれており、英語の文法では許されない形である。

一方、（2)は、一般には書き言葉では許されないが、話し言葉の自由度の一つ、

という3．

次にC&Mを見てみる。C&Mは、"clusalblend''という用語で節の融合を取

り上げて、"A(clausal)blendisasyntacticstructurewhichiscompletedmadifferent

way廿omthewayitbegms''(C&M:p.171)と説明している。B&Aと異なって、

事例はわずかに次の2例を上げているだけである。

(3)a.hfact,山旦垈whylastyeartheyremedanicehouse,m…er..Spain｡wasit,ig

"aLitwasnearailport

b.kX'venearlyfinished且1L皿辿旦g_ng止,has､，tit？

(3a)は、(lb)にあたり、(3b)は(2c)に当たる。B&Aの(1a)、(2a)、(2b)については



6

C&Mには言及がない。本稿では(lb)、(3a)について考察するが、他のものにつ

いて、ここで簡単に触れておきたい。まず、実際の音声がないので断定はでき

ないが、(la)の形式は、wehaveが次の名詞句の談話導入マーカーのような働き

をしていると見なせる。実のところ、数は多くないがSLでは､Wehaveの後に

関係節ではない節構造が現れることがある。(2a)は、条件文での前件と後件の

動詞形の不一致であるが、B&Aも指摘しているとおり、これは果たして

dyshencyやeImrと見なせるか疑問である。前件が仮定法過去だが、主節部は

開放条件となっているが、これは途中で事態認識が変化したからである。推敲

によって前件と後件を一致させることは多いが、リアルタイムの発話では動詞

の語形が一致しないことはよくあるので、条件文の前件と後件とは認識的に独

立しているのであろう。他方、(2b)はB&Aではresumptlvepronomの例である

としているが、音調によっては、refbnnulationに分類すべきかもしれない。た

だし、生成文法で言うIesumptivepFonomを含む構造は節の融合とは言えない。

以上、節の融合の先行する研究を概観したが、そこでの基本的な態度は、節

の融合は不規則なもの、本来はあってはならないもの、といったとらえ方であ

る。とくにB&Aにはそれは明らかであるし、C&Mでは特に関心がないか、態

度を留保している、といった印象を受ける。B&AとC&Mが共通して記載して

いる形式は、(3a)と(1b)であるTY1aatis[…X…]isthat[…Y…]と模式化できる形式

と、(2c)と(3b)の付加疑問文のタグ部分の不一致形である。次節では、とくに前

者について詳しく見ていきたい。

2That'sXisY形について

B&AとC&Mが共通して節の融合として記載している事例は､模式的にT11at

iSINP…X…]isthat[NP/s…Y…]と表せる｡本節では､この形式を便宜的にThat'sX

isY形と名付けて考察する。

2.1That'sXisYの形式的な特徴

（4)は、英国人歌手KathermeJenkinsのインタビューからの抜粋で、出身地
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Walesのことを聞かれて答えているところである4．
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thatIsthemostimportannthngisthatpeoplemWales､thevreallvvalue_i加血1

andfiends,andsothereisarealsenseofconnnunity

(4)には、youlmowやsortoflikeといった表現が挿入的に頻出しており、また

thae'sやWehaveのような機能部分を欠く状況省略などがある。これらはリア

ルタイムで進行する発話の構造的な特徴である。いまそういった特徴を除外し

て、下線の部分を見てみよう。(4)の下線部には、(5)のような句構造が認められ

るであろうう。

(5)

S

一一一一、

NPVp

一~、
VNpx’一一一’

.thatisthemostimportantthingisthatpeopleinWalesreallyvaluefamilyandfriends

一
Ｙ

ｌ
Ｖ

一一一
Npx V P

、 ／
S
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つまり、下線部分は、前から見れば、(a)の節の構造が満たされており、後ろか

ら見れば、(b)で節の構造が完了しているのである。

(6)a

b

Thatis[Npthemostimportannthng].

[NpThemostimpoltannthng]isthatpeoplemWalesreallyvalue伽nlyand

什iends

(6a)と(6b)は共に文法的な節構造である。しかし、二つが融合した(5)はふつうの

文法では認められない構造である。本稿の問題意識は、(5)のような形式が､偶

然の言い間違いなのか、それとも何か理由があるのか、ということである。

母語話者にこの形式の判断を仰ぐと、これはおかしい、という判断の下に、

that'sではなく、thatではないか、といった反応が返ってくる。しかし、実際の

音声では話者は明らかにthaat'sと発話している。実のところ、母語話者の判断

はすでに規範的な文法のモニターの影響を受けており、母語話者の文法判断で

あってもしばしば発話の実態を捉えてはいない。とくに準備もなく話しながら

考えているような発話の場合、規範的な文法ではとらえきれない構造的な変化

が現出しており、その一つの例がThat'sXisY形なのである。現実として発生

している以上、間違いと切り捨てるのではなく、その存在を認めた上で、この

ような形式が発生するのはどのような環境なのか、ということを次節で見てみ

る。

2.2事例について

奇しくもB&AとC&Mが共に事例として記載しているように､このthaat'sXis

Y形は偶然の間違いの産物でも孤立した現象でもない。実は、リアルタイムで

進行する発話であって、かつある一定の環境が整ったときにしばしば出現する

形式である。この節では、リアルタイムの発話である「インタビュー」をデー

タとして、この形式の分布の状況を見みる6．

SLのデータは音声がないと発話のイメージがつかめず､転写した文字では構

造がわかりにくいことがあるので、事例を模式的な形式と一緒にあげる。



9

岬
細

Ⅲ
叩

、
Ｍ

師
唾

加

岫

Ｓ航ｇｍ
ｍ

Ｏ
Ｖ
ゴ

町
ｄ

伽
罪
崎

血
伽

ｅ
“
Ｏ

フ

ー
ｊ
ｍ
Ｄ
１
ｇ

７

剛
蜘

”
Ｓ

申
Ｑ
〃

ｒ
Ｌ
誠

畑
出
、
。
ｍ

Ⅲ
油
卿

Ｓ
ｅ
ｐ
■
■
冬Ｇ

Ｍ
》
‐
ｕ

１
Ｊ

ｏｙ伽

剛
咽
伽
ｕ

小
叩
Ｍ
呼

伽
ｊ
睡
油

伽〕７１

(8)[that's[NP…THING.]is[….]8

._andlhnkthaatL"gsomethingthaatpe叩ledon'trealizeabouthaisthere's

suchasoftnesstoheL....

Ｓ
①
勺
■
■
ユ

『
〃
ｐ

Ｓ
・

露
刊
α

唾
皿

、
異
ｗ

睡
一
》

卵
仙

、
ｗ蜘

蝿Ｃ
ａ
和

伽
‐
ｑ

Ⅷ
伽剛

・
町

９
ｅ

Ⅷ
Ⅲ
叩川

／Ⅲ
伽
伽

Ｓ

血
川

・
１ｌＧ

ｅ

Ⅲ
．
”
町

ｍ

ＴＭ
州
伽蜘

岫
Ｍ

Ｉ
Ｉ
一
ｍ

』９Ｉ

(10)肋at's[NP…THING.]ismP]'0

..Ithink,uh,血塗oneofthethmgsthat'sbeenvelyimportanntmawriter

who'sasimpoItantasShigaNaoyaEthesimplicityofhisstyle,thecleannessof

lt．

(11)[that's[NP…NP..lis[tobe…]'｣

...andlthinkthatin,血垈exacdythedynamicthattransfers,fbrmycharacter;

igtobewithamanwhohasn'tmedevelylme,…．

(12)[Thatis[NP…ASPECT…]isthat[…]'2

Thatisoneofthemostmsunderstoodaspectsofmypaintmgsjsthatthqﾉ'renot
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これらはすべて、thaat's/thaatisの補部の名詞句が、後半のbe動詞の主語になっ

ている。模式的に表せば、（13)のようになる。
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(13）

「~干扁r可（弓v5可
←一一一一前半の節構造一一一一一→

isNP/thatS

後半の節構造一

A ① ①

Aにthat'sという特定の語連鎖が来て、Bに何らかの名詞句表現が来て、Cに

be動詞と名詞句あるいはthat節が来ている。また、多くの例がIthmkの直後に

現れていることが観察される。

B&AやC&Mがsyntacticblendsやclusalblendsと称している現象が、単純に

ある構造を共通部分として前半の節構造と後半の節構造がつながっているだけ

ならば、理論的にはあらゆる形が期待されるはずである。例えば、(14a)と(14b)

のように共通する表現があれば､いつでも融合してもおかしくはないであろう。

(14)a.Jompickedhertheflowe正

b.TheflowaFwasclassifiedintoendangeredspecies.

c.Johnpickedhertheflowerwasclassifiedintoendangeredspecies

しかし､theflowerを共通部分として､(14a)と(14b)が(14c)のようになることは、

かりにリアルタイムの発話であってもありえない。このようなタイプの融合の

事例は皆無である。

実のところ、節は自由に融合するわけではなく、一定の制約条件の下で起こ

るに過ぎない。それ故に、B&AもC&Mも限られたタイプしか挙げることがで
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きなかったのだろうと思う。もしそうならば、どうして特定の形式が繰り返し

て現れるのか、ということに説明が必要であろう。次節では、Ⅱ皿'sXisY形

が発生する共通した環境を見てみたい。

3That'sXisY形について

本節では、TYlat'sXisY形がどのような文脈で出現しているかについて詳し

く観察する。

3.1That'sXisY形の出現環境

少し長くなるが､前節の(7)の先行の文脈を(15)にあげる｡(15)は､ゲーム･キャ

ラクターのデザイナーRodneyGrealblatが、キャラクター・デザイナーを目指

す高校生にアドバイスをお願いします、と問われて答えるところである。

(15)WoWwen,Iguesslwouldsaythere'smanydifferemoccupationswithmthe

ideaofbeinganartistandyoucanbouncebackandfbrthbetweenthem.1t's

notlikeyouhavetochooseyourexactspecialityandgowithit.YbucantIy

onespecialityfbrawhileandyoucanskiptoanotheI;eSpeciallywhenyou'1℃

younglikeahiglschoolsmdentorevenmconege.Ybudon'thaveto

specializerightawayjbutit'sagoodideatotlythediHerentspecialitiesandsort

oftestthefieldmtilyoufmdoutwhel℃itisyoufitm.Ithinkit'sleallyeasy

whenyougettouniversitytosay5"Heyll'mhskindofaltistl"or"Heyll'm

goingtodothishngwhenlgetomofcollege"Butallthehngslthoughtl

wasgoingtodountll,Iwasmconege,rmdomgtotallydiHera1thngs.

Ybuknow;theyaren'tthesamehngsandthereasonislletthedirection

happen.Iletpeoplepullmetowaldshngsthatweregood,thaatlcoulddoand

alsowerecomfbItable.Sb,yo"肋owI的加k鋤α耐o"e的j"g肋araJﾉo""gα〃

S""ｾ"rCO"〃んo脆“加妨e〃ﾉ推杢鋤”油e花j"α〃pQw""舵sα〃”"加妙r

"Ore""叩exqc"w/2e"yo"沈加kJﾉo"'彫gひ加9mgひ,…．
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高校生へのアドバイスと言われて、まず話し手はWOwと口にして驚く。そし

て、アーテイストヘの道は一直線でなく、様々な軒余曲折がある、と頭に思い

浮かんだので､それを言語化し､その後に一直線ではないという点について繧々

敷術していく。軒余曲折の道は決して悪いことではなく、いろいろなことを試

している時期だ、自分もいろいろなことをしてきている、と述べていくが、そ

の次に､自分がいろいろなことをしてきたのは､そういうふうに仕向けてきた、

といった好余曲折の話とは若干ずれる話へと移行している。thaat'sXisY形の直

前の使用環境では、thatで指示されるべき内容は暖昧になっていることが分か

る。話し手側では「自分がなりたいと思っても粁余曲折があるんだよ」という

内容を指しているのだが、聞き手には「進路を自分の方から積極的に仕向ける

ようにしてきた」といったことと誤解される可能性もある文脈である。so以下

で高校生へのアドバイスをまとめようとして、thatを使うのだが、それが何を

指しているか暖昧になったと感じたので後続のY部で再述していると言える。

つまり、本来はthaat'sXで終わるべきなのだが、文脈環境上でthatの指示対象

が暖昧になっている、少なくとも話し手はそのように感じており、その意識が

明確化のためY部で指示の内容を言語化しているのである。従って、。mの指

示対象が暖昧にならざるを得ない文脈環境がないと、このような構造変容は起

こらないし、容認もされない。それ故、文脈もなくthat'sXisY形の例文を作っ

て、その文法性について母語話者の判断を仰いでも、否定的な反応しか返って

こないのである。

もう一つ、(8)の先行の文脈を見てみよう。（8)は、女優NicoleKidmanがリメ

イク映画『奥様は魔女(Bewitched)』のNoraEphron監督について語っていると

ころで、先行する文脈は(16)である。

(16)Andlthink,tobringittoabroaderlevel,Imean,Noraismcl℃diblyⅧ甘yand

powerMasawoman,yetshe'salsoexiremelysortofnurturing.Andshe

mvitesyouoveronaSatuldaymg1t,andshedoesallthecooking,andshekind

ofhas30peopleov"andshelovestodirectthefilmdulingtheweekandthen

emeltamontheweekends,…andI油加ル〃'"肋α術so"e肋加g""pe”た伽〃オ
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形αﾉjzeα加"r力〃空油e形加"chasq/i77aw如ル“and,andatthesametime,

she'soneofthesmartestwritersandsmaltestwomenworkingtoday...

ここでもよく似た文脈が読み取れるであろう。(16)では、監督N砿aを広い観点

から評価しようとして、wittyでpoweIfillな女だが、世話好きであると頭に思い

浮かび、その具体例として、映画を撮影しながら、週末には大勢の仲間を呼ん

で料理を振る舞って人を楽しませている、と続いている。That'sXisY形の出

現する直前においては、文脈環境上で「男性と同じように仕事をこなす」こと

と「女性的な優しさを人に対して示す」ということが同時に存在している。話

し手は、後者についてXであると判断するが、聞き手にはthatの指示対象が前

者でもありうるという意識があるので、Y部で再述している。

このように、That'sXisY形の出現文脈には共通するパターンがある。それ

は、直前までの文脈環境で、thatの指示対象の内容が話し手の心理で二義的で

ある、という意識が存在している場合である。このような文脈上の暖昧性が発

生するためにはある程度の長さの語り部分がないと成立しないので、that'sXis

Yは単独の例文として扱うことは不可能である。あくまでも、談話の流れで発

生する指示対象の二義的状況がなければならない。TYlat'sXisY形は、thatの二

義的状況を回復するために、一つの談話上の手段として発生すると言えるだろ

う。

（7)も(8)も、That'sXisY形でのthatの指示対象は、話し手の口から出たこと

ばでの二義性であるが、話し手と聞き手のインタラクションの中で発生する指

示対象の二義性もある。例えば、(12)は、スヌーピーのキャラクターで芸術活

動をするTbmEveIhaItが､作品について語るところであるが､(17)のように､that

はインタビューアーが事前に述べたことを指している。

(17)A:Romlookingatyourartwolk,itseemslikewhatyoueXperiencebecomes

whatyourpaintingsare

B:YbumakeavelygoodpointrhatiSoneofthemostmsunderstood

aspectsofmypaintingsisthatthey'renotaboutthecharacters.My
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paintingsareabouthsl巳lationshipthatwe'vebeentalkingaboutthatlhad

withMr.Schultz

ここでは長い語り部分がないのでthatには二義性はないのではないかと思われ

るかも知れない｡ここでは二人のインタラクションの中でのthatの指示なので、

Y部はB側からのAの指示対象の確認、といった働きがある。Aの言ったM1at

youexperiencebecomeswhatyourpamtmgsareは具体的に何を意味しているか多

様な解釈があり得る。しかし、Bはその中に自分が最も言いたかった「自分は

キャラクターをただまねているのではない」という一つの解釈を読みとって、

それをAと確認したかったのである。

(4)に立ち戻って、thaat'sXisYの出現の文脈を見てみよう。(4)は、話し手は出

身地Walesについて語ってほしいといわれて、話しながら考えている状況であ

る。ウエールズと英国の関係やウエールズの士地や自然の風景について話して

いるうちに、ウエールズの人々のことにことばが及ぶ。nlat'sXisY形の出現

の文脈で、Walesの人以外のことと人のことが、AbutBのように対比されて談

話に存在している。従って、話し手はdlatといったときに、暖昧であるという

意識が働いたので、人のことであることをY部で再述しているのである。

3.2That'sXisYの変異形

That'sXisY形には変異形とも見なせる形式もある。(18)は、指示詞がthatで

はなく、thisである。また、Y部がbecause節になっている。(18)は、Wikipedia

の創業者JimmyWalesが運営の仕方について語っているところである'3。

(18)Butit'salsoqUiteimpoItanntthatpeoplemeetmperson,andweactuaUyhavea

lotofm-personmeetmgs,um,withthecoreconnnunity.Thisigtheoneofthe

reasonswhyltraveledalloverthewoddsomuchisbecause,notbecauselcan

doanythingallthatusefillmyself;butsometmespeople,youknow5ontheWeb

site,they'llsaybfbrmanymonths,peoplewillsayb.cOhwell,weshouldget

togethersometme.Weshouldhaveagoupmeetingandhavesomebeerand
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hangout,''butthenweU,itnevergetsscheduledexactlyButthenifl'm

coming,thenthat'llbeagoodpointfbrameetingtohappen…“

これはX部にIeasmという語が来ているので、Y部にbecauseが現れている。

また､Y部の冒頭で1℃fbnnulationsが起こっているため流れが若干複雑になって

いる。Thisは直前に自分の言ったことを指している。Y部では、hsで指し示

す内容のがすんなりと再述されていない。because以降に現れるはずの内容は、

ここでは一番最後に(ifrmcoming,thenthat'llbeagoodpointfmameetingto

happen)現れている。こういう流れになった原因は、「日頃から忙しいと言って、

人が会わない傾向にある」及び｢訪問者によって人が実際に集まる機会を生む」

といった事情を何らかの形で挿入しないと、「人は会って話をするのが大切」

→「自分が世界中を実地で回っている」とすぐには結びつかないという意識が

働いたためであろう。リアルタイムの発話なので、全体の流れにさらに挿入部

があり、書き言葉のように整理はされていないが、思考の流れにはT11at'sXisY

形の環境である。

また、指示詞がilat/thisではなく、此の事例もある。この場合は、言語表現そ

のものと照応関係を持つ｡(19)は､モンゴメリの小説｢赤毛のアン(AnneofGreen

Gables)』の舞台であるPIinceEdwaIdlsland島の観光使節が、原作の登場人物で

あるMarillaとIyndeがよく料理をすることから､インタビュアーにあなたはど

うか、と聞かれて答えるところである'4b

(19)Idosomecooking.IceItmnlydon'tdoasmuchastheydid,butldoenjoyit

1塗Ce血inlysomehngthatlgetalotofjoyoutofjgcooking,certamy.

指示代名詞that/thisは言語外の世界の指示物を直接的に指示する働きがあるが、

ここの人称代名詞の虻はむしろ言語内で指示している。つまり、（17)では、並

と照応する表現cookingが先行する文脈にある。そして、それがそのままY部

で繰り返されている。

同様に、（20)では、日本育ちの映像翻訳家のLindaHoaglundが、インタビュ
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アーにWhatwasitlikegggowmgupmJapan?と聞かれて、答えるところである'う。

(20)Um,weUitwasn'teasy5youlmowSpardybecauseourparentssemusto

Japaneseschools・TheymadeadecisionwhichrmveIygratefillfbrbecause

it'sleallyjwellit'snottheonlywayjbutiLigreallytheidealwaytogamnatulal

fluencymJapaneseigtojustgowupwithit,notjustgowupwithitaround

you,buttogrowupbemgeducatedmit.

冒頭のiはインタビュアーの質問中にある"growmguPmJapan"を指している。

しかし、下線の並は親が日本の学校に通わせたことを指している。Ⅱ'sXisYの

変異形では、人称代名詞並は先行するコンテクストに存在する言語表現と照応

関係にあり､指示代名詞thatのように言語外の思考内容の場合と異なっている。

3.3That'sXisYの出現の頻度

前節の事例は筆者が過去のインタビュー・データで記録にとどめておいたも

のである。That'sXisY形は、決して偶然の間違いでも、孤立した現象でもな

く、一定の語用論的環境に於いて発生しうる形式であることが明らかになった

と思う。では、このような形式が実際どれくらいの頻度で発生しているのか、

という疑問が生じるだろう。過去のインタビュー・データのすべてを精査する

ことは不可能なので、田の11ヶ月分、インタビュー数15でサンプル調査して

みた。その結果、以下の事例があった。

(21)a…Andlthinkwe're,血垈oneofthefastest,血hngsthatwe'rebegn血g

tolose,ishsoldviewoftheworldthaattheleareahandfillofthoughtfill,

melligempeoplewhoshouldbebroadcastmgtheirviewstoeveryoneand

thatthepublicissomekindofcazedrabble,easmyswayedbypopulaI;soIt

of;Ihetoncandsofbrth.'7

b.…na"thehngfbrmeia_LaLitcouldn'tjusthavebeen,like,agreatpaIt

withsomereallybigactingchallenges'8
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(21a)のthatはインタビュアーが先行文脈で聞いたこと、主流メディアが一般大

衆の知的レベルを過小評価している、ことを指している。この内容がY部で別

の表現で再述されている。(21b)は、DanielRadcliffがハリー・ポッターシリー

ズ終了後に映画『TheWomanmBlack』に主演したことについて述べているとこ

ろで、thaat'sは先行文脈のその映画での役柄の良さではなく、ストーリーがすば

らしいことを指していて､Yでは同様の内容を別のことばで再述している｡(21c)

は、女優MicheneWi1iamsが映画『TheBaxtaF」のことを語るところでる。二つ

のthatは、歌うシーンの撮影の時にクチパクで歌うのはしっくりこなかったの

で､その場で「生で歌った」ということを指す。(21e)は変異形で、かつ全体が

過去形の文である珍しい例である。ただ、thatwasという形式はないが、それ

は偶然なのか分からない。

インタビュー数15に対して5つの事例であるが､この凋童をどう評価するか

は難しい。だが、偶発的に発生した間違いの構造とは言えないことは確かであ

ろう。

4まとめ

本稿では､節の融合の一つであるdlat'sXisY形について、それが偶発的な誤

りではなく、一定の談話状況で出現する形式で､ある種の談話調整の機能を持っ

ていることをみた。thatの指示対象の内容において二義性が発生している文脈

環境があり、その二義的な指示をリアルタイムで解消するために通常の文法で

は許されない構造変容が発生しているといえる。指示物の明確化という機能の

ために、この形式ではbe動詞が使用されており、逆に言えば、be動詞以外の
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形式で融合することはない、とも言えるのである。

・本稿は日本英文学会中部支部第62回大会（平成22年10月16日、於金沢大

学）で発表した内容の一部に加筆訂正したものである。また、本研究は科研費

（課題番号22520614）の助成を受けた研究の一部である。
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！例えば、Hardlyhadlhadtimetorecoglizeherthanshewasinside.は、Nosoonerhadl
hadtimetorecognizeherthanshewasinsideか、Hardlyhadlhadtimetocogmzeherwhen
shewasinside.とすべきである。

2blendingは現象としての用語であり、その出現例はblendと表す。従って、後者は
可算である。

3B&Aは、さらに次のような例もsymacticblendsであるとしている。
(i)Wehaveallthesetwemiethcenmly…uh…devicesthatwehaveeighteenthcenmry

peoplerunning血型...．

(ii)Ullhe'saclosetyuppieiswhatheis.

(iii)YouknowwhoelseislikethatisJan

(i)は、Jespersenのexhaustedrelativeclauseである。(ii)はSLの強調形式の一つで、他
には、次のような事例がある。

(iv)a.…it'shand-blownglassiswhatitis.(TheManintheBottle)

b.…Heisourown"Mr.Bevifiswhoheis.Mrk.Bevis)

これらは[NP]ismis[wh-wordPROis]の形式を持っている｡多くの場合は二つの節

に分かれることが多い。（澤田(2012)を参照）また、(iii)は、音声がないので分から
ないが､おそらく単純な間違いではなく､何らかの機能が含まれているものと思う。

4EnglishJOumal(以下EJ)2007年8月号
s下線部には、さらにリアルタイムの発話の特徴である「左方転移(lefidislocation)」
があるが、ここではそれを除いて考える。

6データはEJのインタビュー記事からとり、母語話者の発話で、unplannedSpeech
が保証されていない講演などは除いた。

7EJ2002年10月号

8EJ2005年10月号

9EJ2002年10月号
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loEJ2007年6月号

''EJ2006年5月号
12EJ2005年9月号

13EJ2007年8月号

14EJ2006年2月号
'5EJ2008年5月号

16調査は､EJの2012年1月号から2012年11月号までで､母謡話者のunplannedspeech
と判断されるインタビューに限って行った。
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